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JA新はこだて農業生産法人

ネットワーク

株式会社 ききょう育苗
～冬から春は、信頼できる仲間とともに協業法人～

所 在 地：函館市

代 表 者：青島俊裕

構 成 員：３名(農家３戸)

雇 用：パート５名

設 立：平成1８年10月

事業内容：野菜・花の苗生産

ホームセンターより野菜・苗生産をもちかけられ仲間とともに事業開始。その後、取引先よ

り勧められ協業法人を設立した。１２月から育苗を開始し、３月から６月まで野菜・花の苗を

ホームセンターに販売している。

責任の所在がハッキリしていることで取引先からの信頼にもつながっている。また、家族経

営だけでは解決できないことに対応できる（労働力不足など）。

きちんとした経理により、金銭の流れが明確になり気持ちよく働ける環境づくり。

話し合いを重ねた仲間との信頼関係。

どういう経営を目指すのか？どういう法人にしたいか？

目標をもって取り組んでいくことが大事。

地域を担う

農業生産法人の横顔

法人経営のメリット

法人運営のポイント

これから法人化を目指す農業者へ一言

JA新はこだて農業生産法人ネットワーク［夏期研修会］

７月３０日に小澤農園（七飯町）、ききょう育苗

（函館市）で研修を行いました。今年は地元の農家視

察をキーワードに身近な仲間を訪ねて話を伺いました。

視察先の小澤農園では１戸１法人ですが本人、兄、

父で合同会社を経営しています。また、ききょう育苗

では３戸で協業法人にしています。

両法人とも特徴的な経営スタイルで参加者から活発

な質問、意見交換がされ有意義な研修会になりました。

トピックス

小澤農園でハウスねぎ視察
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集落営農や農業生産法人に関するお問い合わ

せは、最寄りの普及センターまで。


